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報 告

バルシューレに関する報告
Report on Ballshule 

佐藤 国正
桐蔭横浜大学スポーツ健康政策学部

（2022 年 9 月 10 日　受理）

Ⅰ．はじめに

筆者は本学で開催された第 24 回桐蔭おも
しろ体験教室 2022 においてドイツのボール
運動プログラムであるバルシューレの実施を
試みた．このバルシューレの体験会では，参
加者の保護者を対象として，バルシューレへ
の継続的参加への意向に関する調査を実施し
た．

本稿では，バルシューレの実施を通して垣
間見えたバルシューレの理論的枠組みをコー
チング学の視点で概観したうえで，バルシュ
ーレをツールとした地域連携等の活用に関す
る実践現場への示唆と課題を得ることを目的
とする．

Ⅱ．バルシューレとは

バルシューレとは，ドイツのハイデルベル
ク大学スポーツ科学研究所のロート教授によ
って開発された種目横断的なボールゲームで
ある．ロート教授は，ドイツ国内における子
どもの体力・運動能力の低下，健康への悪影
響，さらには情緒の不安定や社会性の欠如と
いった問題解決にバルシューレが寄与できる

ものと期待していた．さらに，木村（2007）
によると，ロート教授は子どもたちの基本的
な運動経験の不足がスポーツの技術習得の困
難につながり，スポーツ離れやスポーツ嫌い
に繋がり兼ねないとする一連の悪循環に歯止
めをかけるために，ボールゲームに共通する
基本要素を学習させながら，運動に興味を抱
かせ，スポーツを好きにさせることを祈念し
ていたと言及している．

我が国におけるバルシューレの導入は，奈
良教育大学の木村真知子教授によって行われ，
その後 2009 年には NPO 法人バルシューレ
ジャパンが設立され，今日ではバルシューレ
が体験できるスクール等が全国に散在してい
る．

バルシューレの活動の主対象者は，子ども
と設定されている．１歳半から３歳を対象と
するベビーバルシューレ，３歳から６歳を対
象とするミニバルシューレ，６歳から８歳を
対象とするバルシューレにカテゴリーが区分
されている．これらの３つのカテゴリーの全
てをバルシューレとして総称されている傾向
にある．このようなカテゴリーでの学習構造
は段階的なものとなっており，バルシューレ
を複数年に亘って実施することによって多様
な運動の能力の学習および獲得に及ぶと考え
られている．
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例えば，バルシューレの導入段階期である
ベビーバルシューレでは，バルシューレ
ABC と称され種目横断的なボールゲーム学
習を行う．ミニバルシューレでは，大まかに
方向づけられたボールゲーム学習として打ち
返し型のボールゲームやゴール型のボールゲ
ームが企図されている．そして最終段階であ
るバルシューレでは，種目別のボールゲーム
の学習の場としてスポーツ種目の専門的な学
びの段階にあたり，ネット型やゴール型のボ
ールゲーム種目に展開される構造となってい
る．

このようにバルシューレは，様々なゲーム
空間を活用し，多様なボール運動の経験やゲ
ーム経験を積むことでスポーツ種目の専門能
力の獲得や向上を図ることが目的とされ，バ
ルシューレで実施されるボールゲームのプロ
グラム数は 144 種類ほど存在している．

一方で，バルシューレの指導方法とは如何
なる形態を成しているのか．

我が国にバルシューレを紹介した木村
（2007）によると，バルシューレは，「ティー
チング・ゲームズ　フォー　アンダースタン
ディング」（Teaching Games for Understand-
ing）や「タクティカル・アウェアネス・アプ
ローチ」（Tactical Awareness Approach）の
ような顕在的学習（Explicit Learning）が示す，
はっきりとわかるような指示や修正を出すよ
うな意識的な学習を促す方法をとらないとい
う．

さらに，木村（2007）は，バルシューレの
プログラム実施中には指導者は指導的な介入
はせず，子どもたちが「ひたすらプレイす
る」ことに重点を置く指導方法を用いている
ことを言及し，学習者に「学習しているの
だ」という意識を持たせずに，プレイに付随
して知らず知らずのうちに知識や能力を学習
さ せ て い く， 潜 在 的 学 習（implicit Lean-
ing）の指導方法を採用していると論じている．

つまり，バルシューレでは，子どもたちの
潜在的学習を促すために指導者は具体的な技
術や戦術に関して言及することはなく，プロ

グラムのやり方を子どもたちに説明した後は，
プログラムの実施の様子を見守るだけとなっ
ているのである．

Ⅲ．体験会で実施したプログラムの 
紹介と問題提起

今回，おもしろ体験教室の場を利用して実
施したバルシューレ体験会では，144 種目の
なかから以下の５つのプログラムを活用した．
それぞれの学習要素は表１の通りである．

①　投げ上げキャッチ
②　ボールコーディネーション
③　ボールリレー
④　的当てリレー
⑤　クリーン大作戦
①投げ上げキャッチでは軌道の確認，②ボ

ールコーディネーションでは変化へのプレッ
シャー，③ボールリレーでは協働的なボール
確保，④的当てリレーでは正確性のプレッシ
ャー，⑤クリーン大作戦では隙の認識を学習
する機会となっている．

これらのプログラムの実施においては，即
席でチームを設け，チーム対抗戦方式を用い
た．個人個人がプロプラムを実施しながらチ
ームメイトにリレーする形式となっている．
チームの構成は体験会に参加した初対面の者
同士がチームメイトになることから，お互い
に協力し，仲間を励ます場面が自然発生的に
生起する環境を設けている．

さて，筆者はこのようにプログラムを実施
するなかで子どもたちの間に自然発生的に生
起する仲間への称賛や激励の場面に，指導者
はどのように関与すべきなのであろうか，ま
たは，子どもたちがプログラムを実施してい
る最中に指導者は称賛や激励を子どもたちに
対して行なう必要があるのかというコーチン
グの在り方についての疑問が生じている．

スポーツコーチング学の視点では，特に若
年層を指導対象とする指導者の場合には，指
導者は学習者の意欲の向上に繋がるように称
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賛や激励をすることが求められたり，即時フ
ィードバックが効果的であると言及されてい
たり，その場にいる指導者の立ち居振る舞い
や言葉がけが学習者に与える影響は大きいと
考えられている．

バルシューレでは，指導者はプログラムの
実施の仕方を子どもたちに指示するだけで特
に積極的な関わりは行わない傾向にある．

NPO 法人バルシューレジャパンの理事で
あり，国内におけるバルシューレの指導者講
習会の講師を務める福士唯男は，指導者の関
わり方について「ドイツのバルシューレの指
導者もプログラムの提供以外は子どもたちに
積極的に声掛けすることは特にしていない」，

「バルシューレの指導書や講習会においても
指導者の立ち居振る舞いについて説明される
ことはない」とコメントしている 1）．

その点において，バルシューレの指導者は
他のスポーツ種目の指導者とは異なる指導ス
タイルが求められていることとなる．バルシ
ューレの指導者は子どもたちに魅力あるプロ
グラムを提供することが求められており，体
験会やクラスに参加する子どもの実態に応じ
て 144 種類のプログラムの構成，デザインを
構築するスキルが高く求められているのかも
しれない．

Ⅴ．参加者のコメントとは

筆者が実施したバルシューレ体験会への参
加者数は 24 名，兄弟姉妹の関係での参加か
ら事後アンケート（保護者対象）の回答者数
は 19 名である．回答を参照しながら，本学
でのバルシューレ体験会の継続的な実施の可
能性やバルシューレの活用方法を検討してみ
たい．

参加者に対して実施した体験会の内容につ
いての満足度を図る質問項目では 18 名が

「大変良い」・「良い」と回答しており，「子ど
も 2 人とも楽しそうであり，他のお友達とも
交流でき，とても良い機会となりました」，

「子供達が楽しく体を動かしていた．チーム
できそいあったり，とてもよかったです．」，

「簡単なルールでもどれも楽しくすぐに夢中
になって汗だくで挑戦していました．いつの
まにかチームの団結力も生まれていて個々と
してもチームとしても楽しんでいました．」，

「体を動かすのが苦手な息子も楽しく体験で
きていたので良かったです．いつもは人見知
りで参加できないこともあるので，楽しんで
くれて良かったです．」，「運動が苦手な我が
子が生き生きと楽しんでいた」とのコメント
が寄せられた．

また，バルシューレ体験会への感想を問う
自由記述項目では，13 名が回答しているの
で一部を参照されたい．「ドッヂボールを少
しするくらいで，あまり興味を持つ機会がな
かったのですが，いろいろな遊び方を私も知
れて楽しかったです．」，「投げたりけったり
いろいろな動きができ，楽しめていました．」，

「ボールを使った新しいあそびを知ることが
できました．ぜひ活用したいです．」，「あま
り体を動かす機会がなく，ボールが苦手でし
たが，とても楽しかった．」，「子どもの体力・
運動能力の低下が著しいのでよい体験になり
ました．」，「単純な遊びの中にも色々な動き，
楽しみ方があってとても良かったです．」，

「幼稚園児にはルールの理解が難しかったよ

表１　実施したプログラムとその学習要素

プログラム 学習要素

①　投げ上げキャッチ C．技術
（モジュール・スキル）

②　ボールコーディ
ネーション

B．身のこなし
（運動協調性）

③　ボールリレー A．プレイ力（戦術）

④　的当てリレー B．身のこなし
（運動協調性）

⑤　クリーン大作戦 A．プレイ力（戦術）
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うですが，もう少し大きくなったら勝ち負け
の楽しさも分かるようになるかなと思いまし
た．」，「指示が通るか心配していましたがな
んとか頑張っていたので見ていて嬉しかった
です．」，「最後まであきらめないこと技術以
外の大切さを学べる点がいいなと思いまし
た．」，以上のようなコメントが確認された．

また，今後，本学内においてバルシューレ
の体験会を実施した場合の参加の意向を問う
た設問では，11 名が「参加を希望する」と
回答していた．

Ⅵ．まとめにかえて

本稿では，筆者が実施したバルシューレ体
験会に関する報告とした．また，参加者のコ
メントを参照しながら本学におけるバルシュ
ーレ体験会の継続性を検討する機会とした．
今回のバルシューレ体験会の参加者（保護
者）からは今後も参加を希望する意向が伺えた．

今日のスポーツのコーチング現場では，子
どもたちに成功体験を経験させるために効率
的な動きや効果的な戦術を教示したり，スポ
ーツや競技を楽しむために，さらに運動への
促進を促すためにルールを設定したりといっ
た教材開発が盛んに成されている．

一方で，直近のコーチング現場ではこれま
での運動学習理論に一石を投じる形で新たな
コーチング手法としてエコロジカル・トレー
ニング，エコロジカル・ダイナミクス，制約
主導型トレーニングたる用語が出現してきて
いる．バルシューレのプログラムと指導方法
は，これらのコーチングの視点が十分に包含
されていると指摘したうえで，今後我が国の
若年層のボール運動の導入としてバルシュー
レが脚光を浴びる可能性に期待したい．

【注記】
1） 筆者が受講したバルシューレ指導者講習会

における質疑応答での福士氏の回答．
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